
凌辱鰻のコロナ諸特性.(第一報)

武 藤 邸

中 位 健 二 郎

THE CHARA(〕TERISTICS OF MULTIP工用CONDUCTOR CORONAS

SABURO MUTO

KENJIRO NA'KAZUM二Ⅰ

Mul七iple condu･ctor Corolla Studies were made &n a coaxial eylillderwith

solne eOnductor in air.

Asfirsもreporも

1. Tofimd The diHcrence of characteristics at p･ositive and llegative corona

of the'multiple conductor8･ -

1
2･ E飽c七s of the moisture in air on th6 characteristics of multiple collductor

coronas.
f

1緒 言

(a)複導体送電方式

超高圧迭電に於いては従来の送電線に於抄る如

く必ずしも三相一回線送電線に三本の導体を使

用せサー相一回線当りの導体を二本以上使用す

る方がコ72ナ開始の上昇,送電線の直列インダ

クタンスの減少,並列キャパシタンスを増大す

る等の点から有利である場合が多い.この様に

-相の導体数が一般にn本よりなる迭電方式を

複導体送電方式と云う.複導体と云う言葉も或

は多導体等と呼ばれ未だ一定したものでは左い

カラこれは英轟O-でもmultiple conduc叫spliも

conducbr,, grollP COnd11etOr等まちまちである.
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節1図 複導体方式の代_的配置

複導体として実際に考慮されている方式は第.1

図に示す如きnが2, 3,4,等の場合である.

(b)諸外国に於ける複導体の研究

1910-1911年Whi}6eheadは同電位の電線を三角

形又は正四角形に配置架線すれば同一断面積の

軍導体に比敬してコロナ開始電圧が前者で16%

後者で20%上奏する事を示している.又F.
W･

Peek2)の有名な" I)ieleeJGric phe7]Omena in王Iigh

Vol.Gage Engineering "には交淀に於払て同一

相に2本,及び3本の導体を使用すれば第2L図
ヽ

及び第8囲に示す如くこれと同一断面積を有す

る単導体に比しコTlナ開始電圧がはるかに高く

なし得る事を述べている.即ち第2国に於ぃて

は単碍二級式の一線を二導体となし他は地枚と

して導体間隔㈹ を変化し売場合のコtlナ開始

の臨界電圧の変化する状態を示している.又第

3囲は同じく単相二線の両方をn=;8 ･の正三角

形複導体方式となした場合コ.zナ開始の臨鼻電

･圧とI5'の関係をmをパラメークとして示し己れ

ど等価断面の単導体及び素線一本の特性とを比

秩,図示したものである.その後琴二次大戦中

ドイツ紅於いては400 KVの超高圧迭電が問題
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夢2国 旗導体間柄とコロ~ナ臨界電圧との関係
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第3図 単相2線を複導体とし7:場合2導体群の

間隔の変化に対するコロナ開始特性①変化

となり外径21mlnのAI C･S･R･を400mmの間隔

に正方形に配置する蕃によY)泊琴線輪の満足な
動作をなし痔ると云う結論を得た.又この様な

配置により実際に試験した結果,例えば天候が

寡,雨の場合単導体に於いてはコt2ナ挽失が著

しく増加するがこれを複導体方式･Kする事によ

り1/i位に減少せしめ得ると発表3)している.

戦後スエーデン,フランス,アメリカ等で盛に

研究が進められモ時にスエーデンでは第1表の如

き複導体迭電線が建設中である.

る.軸ち直径畠.畠7mmよb20.･5mnlの尚の四境

の電線に就きこれを2本適当な距離を隔て1配

監;置しこの下に約10mx7･2mの金網を張りこれを

測定電極となし色々条件を変じて実験の結果,.

二本の導体は等電位にあるためにお互の遮蔽作

用によりコt2ナ開始電圧の上昇と同時に近接効

果による電界の歪形にてコT2ナ開始電圧が部分

'的に低下する.両作用が重なり合う結果丁度或

る距離の処で遮蔵効果が相当に大きく近接効果

は余り効いて来ない様な適当な距離があるはず

でこの場合が最大なるコT2ナ開始電圧を与える

と述べている.又複導体に於けるコ.2ナ開始電

圧は計舞により求めた俵と大体良く一致する事

及びコロナ損失の値も導体周囲の電界分布より

単線のコ72ナ損失の合成値として大略求め得る

事を示している.最近に到り我国に於いても

27.&K.Ⅴ.超高圧迭電の計画が進められつ1ある

わでこの様な複導体方式が注目される様になり

例えば佐友の田中,今西の3)両氏は佐藤氏と同

様な実験方法によりや1小型の装置を用いて交

流コT2ナの開始電圧等の測定に直流検流計を使

用し,コロナによる整流電流と交淀コ72ナ担等

の関係など発表された.叉月発の玉某氏もオー

ムt5)に複導体迭電線の理論として誘導係数,静

電容量,コT]ナ限界電圧の計算等に就き発表さ

れた.

2本研究の趣旨と賛助装置

夢1表 スエーデンに於て目下建設中の複導渡方式

雫菅野毘mf捧持物 芸;引芸;'x{シ如開始

フランスでは380KV迭電の木方式を計画中で

あり米国でも文500･KVにて大規模の実験が計

画され七いる.

(c)我国に於ける複導体方式の研究

昭和13年放恨工大の佐藤博士4)は導体数n=2

の場合に就き塵々研究の結果を発表せられてい

以上速JT(た如く複導体に就いて多く

の研究は主としtC交涜のコt2ナ特性

に関するものであるが実用的見地か

らこれは当然の事であろう.しかし

最近の直流による針端コt2ナに関す

る研究6)及び同心円筒電極コロナ初

期の特性などに関する実験7) S)結果

よりすれば複導体に於いても正,負の極性によ

りコロナ開始電圧及びその後の特性が非常に差

異のある事が考えられるのである.従って我々

は兜す直流による複導体のコT2ナ特性を究明す

る事にして.又複導体にする事により交流コT2

ナ担が雷,雨等の場合に単導体に比較して非常

●



に磯少すると云うドイツの報台が事実とすれば

直流の場合にもそれが現われて来べきである.

この点に就いて蕗度の変此が複導体コttナ特性

に及す影響等より解決出来をはずである.又コ

ロナ電流の脈動性が単導体の場合複導体にした

時とで如何に異なるかと云う事も実験により確

めてみた.

第4図 電源並に測定回路

if

夢5図･突放装置略図

実験装置は設備の関係及び条件を容易に変る

事が可能な模型による事にした.第4囲にその

電波及び測定回路を示す.直流電庶は60KVの

試験用変圧器により亜流して得ているが一次側

にスライダヅク2個直列に入れて直涜電圧を出

来る限り細く調整出来る様にしてある.第5囲

に示も如き大型デシケ-ク内に直径5.5cm長さ

18
emの兵鎗円筒を素焼円筒の内側にはめその

両側に長さ8cmのガードリングを2個接地固定

せしめて置きその円筒内を図の如く所要の配置

をなした教本の導体が貫通する様にしてある.

導体の中心と異銀円筒の中心とは正しく-･致す

▼
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る様にして両者を固定する.導体問の距離はそ

の両端に適当な形のスぺエサ-を繰問に挿入す

る事により簡単に目的を達する事が出来た.導

体群はデシケ一夕の外部より取は換える事が出

来る様にしてある.この様に密閉容器申にて行

つ.たのは気流の影響をさけを事及び後述する様

に落度等を簡単に変化し得るからであるがコ72

i-の外観を眺める上にも大した支障はない.導

体としては主として英銀線を用いた.その理由

はこの様な小型な装置では導体に僅かな韓曲が

あってもその部分からコt2ナが発す発生して不

都合を来たすので第5図デシケ一夕の外部より

螺子にて相当の張力を与える事が出来る様にし

てあるから銅線では張力に耐える事が困難にな

る.直径が大なる場合には銅線を使用した場合

もある.この様な装置はガラス面の漏洩電涜が

誤差の原因になるので演度が余り大なる時は実

験を中止しなければならない.侍演度計等はデ

シケ｣.クの内部に装置し外部より目盛を読んで

いる.演度の増減はPO5によって行った.コ

t2ナ軍流の測定は8個のマイクT2アンメークを
切換える事により0.01-300fLAの問の電流を測

定している.又UX54Aを用いて更に微小な電

涜を検出する様に準備している.脈動波形を検

出するために増巾希とブラウン管オヅシtzを用

いた.電源の正負はケノトロンの方向を変ずる
l

事に依り行ってぃる.伺導体表面の研磨には充

分に注意を要するもので最後に毛布でみがき

〝ベンゼンuで仕上げたものを用いている.

5正ヨE)ナ特性

発す複導体の片方を直流正電源に接続し同心

円筒を接地側負電極とした場合のコロナ諸特性

に就き述べる.

(a)導体数2本(n_-2)

第6囲〔A〕に示す如く径i･ommの呉線線2本

を同じ円筒の中心拓E･E離lだ那高てi張りlの

大きさを最小即ち1･Ommから8mmまで変化し

た場合のコ.2ナ電圧電流特性を示したものが第

6囲である.叉同じくlの変化に対してコ.2ナ

開始電圧を示したのが第7囲である.第7囲に
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て明の如く3が8mm附近がコIt2ナ開始電圧は

最大である事を示す.第6囲紅於いて3=1.Omm

了定の場合演皮が16%から47%に変じたの紅対

欝6図 複導体正コロナ特性(2導体)

-----一一- I Jn^

夢7図 複導体正コロナの導体間隔とコロ

ナ開始電圧の関係(2導体)

しV-I特性は少し異なって来てぃるがこの点

に就いては後述する-.東園に明の如くアIZ曲

線が直線的である事に気附くがこれは-･厳に

n= 2の場合に限らサー平面内に電線配置がなつ

ている場合は直線に近いV-Z特性になる様で

ある. a-8,mmの如く相当導体間隔が大になる

と外側の同心円筒と接近して来るからコt2ナの

遼東が東庄の上身とともに急に鉱ってV-z特

性も又傾斜が次第に急になって行くのは当然で

ある.コロナ開始時には電淀は不規則の脈動分

よりなる事は針端正コT2ナ及び単導鯨岡心円筒

のコt2ナと同様である.唯導体-一本の場合はコ

72ナ開始時には部分的に認められるコtzナが電

圧を上昇すると全表面一様に所謂グtz --コT2

ナに韓じ導体の周囲が畳光状になるのに反し2

導体の場合は相当コT2ナが進展してグロ--コ

ロナの状態になっても2導体の接近した例の表

面は殆どコt=ナの発生を認められす外側が部分

L的に発達して行くのでこの種にコTlナの紡がり

が限られている事がアーZ曲線の形の上紅現わ

れて来るものと考えられるのである.偽此の2

本の導体の断面積の和より少し太い径1.6mmの

単導体のコロナ開始電圧は14･2KVであって複

導体にする事により正直揺芦t2ナに於ぃても有

効である事が知られる.

(b)導体数3本(n-3)

導体を8本配列するのに程々の方法があるが

我々の実験では(a)の結果に照合して第8囲〔A〕

の如く8本の内2本の間隔lを5mm一定となし

冨3'を3本同一平面内にある場合0としてこの位

置から1本のみ上方に隔て距離l′を変化して場

合のコロナV-Z棒性を示したものが第8囲で

欝8図 複導体正コT,ナV-I特性(3導体)



あり,叉コロナ開始電圧とl′との関係を図示し

たものが第9図である.第8囲のV-Z曲線群

を見るとクl-2の場合と同様l′-0即ち周一面内

→ Y (qt叫

夢9図複導体正コロナC導体間隔とコロナ開始

電圧の関係(3導体)

配置している場合は直線に近いがf′-4-5mふ

程度即ちjE三角配置になると増加の状劉ミ2爽

又は3爽曲線的になって行き単導休の場合7k似

て来る.第9図に於いてはl′とコt2ナ開始電圧

との関係を示すものであるがこの場合は最適の

l′は巾が小さく曲線が尖っている･乙の図より

直凍正コけの場合に於いてもl'-0邑陀-午

面内K- 5本配置するより正三角形配置にし舟方

が復学体方式としては有利である事が判る･佃

3本-平面内に配置した様な場合は真申の導体

は殆ど遮蔽され7:コ.2ナが相当進展してもそれ

は両側の2本の外側面で発達して中央の導体は

コT2ナを殆ど認めないのである/従って第8図

に於いてl′=0の場合とl′-1･Ommの場合とで

はコt2ナ特性は碍ど変化がないのである.叉正

三角形配置にした琴合のコロナの広がりも内側

には殆ど認められず初期に於いては3本共外側
面のみにヨTZナを認め串.

(G) S#& 4=*(n-4)

第10囲及び第11囲は導体4本の場合である.舵

の場合も4:本を鮭形に配置して左右の間隔lは

5ェnm一定に保ち上下の間隔l′を最小の位置か

ら順次大きくして行った場合のコ.2ナ特性であ

る.第10囲に於いてn-12, n-3の場合と同様

同一平面配置牲嘩い程V-(曲嘩は首線に近く

165

正三角形に近い配置になると2爽又は3舞曲線

的になる..第11図の如くl'を変化すれば或る処

でコ72ナ開始電圧は最大値になってぃる革も前

の場合と同様である.この場合もコt2ナ開始時

欝10図 複導体コロナⅤ｣Ⅰ特性(4導体)

/㌔-

-
㌻ ZtLM'M)

欝11図 一枚導体正コロナの導体間隔とコt,
ナ開始電圧の開係(4導体)

(芙遠藤)

_にはBraun管把脈動波形を生じ電沈計の振れも
不規則的であってコtzナの外観も電線の外側が

部分的に裸党を発しているが或る程度電圧を上

昇すると急に導体全長紅費光コf2ナを生じ電凍
■

も増加して安定した練直滝分のみ.の電流になる

ことは単導体の場合と伺様であって己の際も内

側のコt2ナは極めて微弱で優る.

(d)導体4′本を特殊に配置した場合

第1皇国⊂A〕に示す如く4本の導体の内3本蜂
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解12図 複導体正コロナⅤ｣Ⅰ特性

(4導体特殊配管)

夢13国 境導体正コロナ導体間隔とコロ

ナ開始電圧の関係(4導体特殊配置)

水平配置となし他の1本を上方に引き上げた場

合のVJ特性,及びその距離lとコT2ナ開始電

圧との関係を示したものが第12囲,及第13図で

あるがこれ等に就ぃては前述した事と同様であ

って第1咽〔A〕の如き配置は8本導体で行なつ
た(ち)の場合と殆ど同じと考えられるのである

がこの場合中央で殆ど遮蔽されてぃる1本の導

体が8本の導体Vtて遮蔽されてぃる事によるコ

T2ナ開始電圧に対する効果は4本を正四角形に

(c)の場合の如く配置する効果より小さいので

あって例えば第1咽の如く直径0.46mI｡の導体

を-辺6mm?正四角癖喝にすろと守口ナ閃
･
■､

始電圧は15KVとなり第1咽の何れの場合より

も高くなっている.即ちn=4本の場合は正四

角形配置よりコ72ナ開始電圧を高め得る様な配

置はあり得なぃのである.

(e)以上の如く導体数を変化して各場合に於

ける最適コt2ナ開始条件に配置した場合の開始

電圧を導体数に対して囲に示したものが第1咽

である.即ち導体数を増加して行削ま殆ど直線

的紅直流正コロナの場合に於山てもコT2ナ開始

電圧を上昇せしめ得る事を知るのである.複導

∫′ 1 3 ヰ

･ フ半休j臥q

夢14図 複導体正コt,ナ開始電圧と導体数の関係

(外部体筒内径56mm導体間隔は最適位置)

体に於ける交流コt2ナの開始電圧が導体準に対

して直線的に増加する事は田中,今西氏3'等の

報告するところで･ある.

4負コロナ特性

負コロナの初期に於いては単導体の場合でも

lo一l('- 10~9A程度の微小電流の場合にも脈動性
′

の所謂Trichels ptllqeが認められているのであつ

てこの事は複導体たして場合も同様である.叉

負コロナの開始時には導体上の凸起部等から点

状に発達してこれカき∵壇の脈動電凍波形を与え
るのであるがこの状態をしばらく保つべく電圧

を一定にして置い七も次第に脈動は治夫してし

まう〝疲れJ"9)の現象がある.男は電圧､を上昇

すると又同様な現象があり脈動が持続する様に

なるには相当電圧を上昇しなければならない.
･-

この事は言甲ナ開始電圧を定吟る上牢困難を来
?

ヽ.



たすものである.電圧を次第に上昇すればこの

様なコ72ナ点は数を増し電流波形も非常に複雑

となり数個の波群が重なって現われて来る. -一

般に負コロナは電極面の凹凸が正コT2ナより大

きく影響される事が知られているがこの様な事

実より複導体方式妃するノ事に依りその効果は正

の場合よ-り大きくなる事が予想出来るのせある.

以IF述べる実験結果に於いても複導体にする事

によるj T2′ナ開始の臨鼻電圧上昇の割がiEコtl

ナより負コT2ナの方が大セある事が知られる.

(a)導体数2本(n=2)

正コT2ナの場合と重く同様電源の極性のみ負

に変じて行なったものである.第1咽は重体間
隔Zを最小値より8mmまで変此させた場合のア

ーZ特性第16図はlとコロナ開始電圧との関係で

ある第15囲に於ぃてコT2ナ開始電圧附近の特性

を見畠と正の場合とは異なり僅かな電涜が相当

高い電圧まで続いて或る処から急に上昇する傾

欝15図 複導体負コ.7ナV-I特性(2導体)

円筒内牛径B=27.5mm第6図①趣性を負に

しT:場合,導体直径d-i,Omm

向が見られる.この部分の電流は前述の如く

写richel′弓Pulseによる塀流の平均値を示すもの
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であるから不安定であつ七時々問敬的に0にな

る事もある.更に電圧を上昇すると脈動彼の周

コ

tコ
ナ

局

描

包
皮

盲こ

第16図 複導体コロナの導体間隔とjt7ナ

開始電圧①関係

(2導体夢6図の極牲を負にし1:場合)

波数が大になる事は負尖端コt2ナ及び単心の同

心円筒コT2ナの場合と同様である.第16囲に於

いてはこれと正コtlナとを比較するために両特

性を示している.囲によれば複導体方式の効果

が極性の正負を問わすコT2ナ開始電圧の上昇に

は有効であって導体問の最適距離も巽南着で一

致してV;るがそpO有効の程度に差がある寄を知

るので･ある.即ち負コt2ナの場合の方が正の場

合より遮蔵効果が有効に働いていると考えられ

る.しかし既述の如くコロナ開始電圧の意味が

正負で相当異なっているので負の場合にはコT2

ナ開始電圧としてア⊥∫特性の埼曲点をとれば第

16囲の状態とは相当異なって来る.第17図及び

第18囲は第15, 16囲と全く同じ条件で行なった

実験であるがこの二つの例即ち第1咽と第17囲

とを比較して見るとコ__ロナ初期の僅かに電淀の

存在する部分が相当異なってぃる.この部分の

差異はコロナの初期の特性が進展した状態にま

で客間電荷の形で影響を及ぼすと考えられる･も
のでコT2ナ導流が相当大きくなって100FLA程度

になると両者は殆ど同様な結果を与える様にな

って来る,即ち負コT2ナに於ぃては初弼の特性
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に於いて再現性が少ないと言う等が言える.節

1J8囲は第17因■のV-Z特性把於けるコロナ開始電

圧として脈動波電流の出現し始める電圧V9を

とった場合と更に電圧を高めて急激に電流が上

昇し始める処アoをとった場合とを電線の間隔l

に就いて画いたものであって両曲線は大きさは

夢17図 振導体負コT7ナV-I特性

(2導藤夢15図と同一条件)

一 点 3 サ ■5 1 † ∫ †

- -;-i(JMdu

鰐18図 複尊捧負コロナの導体間隔とコ′甲ナ

開始電圧の関係(夢16図と同一偉件)

異なってt^るが傾向としては一致している事を

知る.

(ち)導体数4本

直径0･46 mmの実線線4本を正四角配置.とな

し一辺の間隔は中心距離で2.6mm一定に傑ち

上下b間隔lを正の場合と同様変化してその特

性を調べて見た結果を第19図及び第20図に示す.

正の場合と同様の傾向が現ゎれている.この場

合もnが2と同様にコ72ナ脈動波が現われてか

ら電流値が急激に立ち上る電圧の間には相当の

開草があり,正コ72ナの如くコ72ナ開始電圧が

はつき-りしてい患い.第20囲と1咽とを比較す

｡脅5r
I(ア

===≡≡コ

声､蒜丁子,E苦T'節19図監復導体負コT7ナ.V-I.特性監-≡二磁
.･･_

■

十 t. J.r

芸界20図 岡上Lとコロナ開始電圧
声∴

堅ると素線の径並に配置条件は異なっているが両

者の相違はn-2の場合と同様負コt2ナの場合

の方が複導体方式に依るコT2ナ電圧の上昇の割

合が大である.この様にして複導体方式にする

事による効果は正負で差異があるが複体配置上

の最適幾何学的条件は正負とも一致していると

言う事が出来る.従って単に幾何学的最適条件

を択足する上からは直流正のコtlナに就いて実

験して見ればコt2ナ開始電圧を定める上からも

ー番簡単で参る,
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第2】囲 複導体正負コロナ外戚

欝22図 撞導体周囲の電気力線

A単導体 n-1

B複u n-2
C u u n=3

I)u u n=4

(篤農字書BCD)

5専琴韓コJ)ナ◎外観

複導体コT2チの外観をスケ､ソチした第21囲であ

る.己.の囲と第22囲に示す電気力晩等電位線

囲とを比較して見るとコT2ナの状態が-Peekの

考えた様に電位傾度と峯気の絶縁破褒の臨界と

によりて応の説明がつぐのあるが外観上から見

て導体る極性の正負把依り始終差異が認められ

るのである.第21囲,第22囲のA_BCDは導体

数nが1,2,3,4=,に対応するものであって第21囲の

正コt2チに於いてはコ71ナ開始の初期には導体

の表面の′ト部分がかすかに点状に光っているが

準疑ナると導体に常著して紫色の畳光コロナが
I

Lンこ
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拡がって表面を蔽っていく. Aの単導体K_担い

ては周囲を∵様に額っているがnが2,こ3,4,ぬな

るとB,a,D,図の左側に示す様紅電気力線の集

中している処が最も強く内側の表面娃外側のコ
■

t2ナが相当進展して行った場合に始めて認めら

れるが初期には仝然異状は認められない.この

種な正三t2ナに対し負コt2ナに於いては醜に述

べた如く部分的に線条的に発達する傾向が強く

この様な線条が次第に表申b全体に紡がって行

き相当電圧を上昇すると導体周囲の茎間が蛍光

的に光る様になるが多くの場合その中に線条が

はつきりと認められる.これらは第21因A,B,a,
●

D,の右側に示してある.これに於いても内側に

はコt2ナの進展が認められない.相当恵圧を上

昇して行くと内側にも僅かに惑められる様にな

る.

6積導髄コE] :Hこ封する濁度の影摩

迭電線に於けるコTZナ開始電圧,コT2ナ担等

が大気中の頭皮により影響せられる事は既に知

ら9)れているところであるが複導体の歩合はそ

の影響も単導体の場合と相違がある.例鼻ば戦

時中ドイツで400KV,導体数4,径25mmの中

基導体に就きコt2ナ損を実測の結果第二表の結

果を与えている.

夢2表 400EV榎導体遊軍方式としからざるも

のとのコロナ損の天倣による影響の比較

複導体方式25mm x4本
50mm中空導体各
相一本

3･5亙W/km
10 u

28 〝

4. SEW/をm

22
･

〟

120 〝

この表より複導体方式に於いては蕗度の非常に

多い霧'雨の場合ヲ.lナ損失は前者で約1/2 ,

後者の場合1/1以下と串う結果を与えているの

である.又佐藤博士は教練及び表面に凹凸の多

い単線の=L.Zナ開始特性K-及ぼす演度の影響は

表面がなめらかな単線のそれと異なり叉正負に

依ってもそ?影響に差異のある事を報告してお

られるがこの事は複導体に就いても或る程度い
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i得る事がらである.交流コt2ナ組も滋度の影

響に依りイオンの移動能度の減少,昼間電荷効

果の助轟,突端効果等が作用して表面の状藩で

異なった影響を受ける如くであゃ.1従って複導

体方式になるとその影響は櫓々複雑となって来

欝23図 複導の正コt7ナ特性に及ばす漁慶の影替

夢24図 琴導倖正コPナ!こ及!ぎす串死の影琴

ち.我々は第5囲に示した如きデシケーク内に

Pェ05を入AL蘇度を+数%程度に低下して順次

外気を加えて線度を増し各泌度に於ける複導体

のコ72ナ特性を求めた結果第28, ,24, 25囲の如

き結果を得た.何れも導体数4本の場合であつ

て第23国, B4図は正のコT2ナ,第25囲は負のコ

J7 /3 ′タ･

■7tLt･ A;I

1モ

.____2o

夢25図 複導体負コt7ナ特性に及ばすぬ慶の影替

tzナに及す漁度の影響であ畠.これ等の特性に

於いては電圧を上昇して行った場合と低下して

行く場合とを画ぃてあるが相当の違ぃを認める

のは巷間電荷効果把よるものと解訳出来よう.

この場合何れも済度の大患る方がコT2ナ電流が

同一電圧に対して小さいと云う結果を与えてぃ

a.又複導休方式に於いては正コT2ナの場合は

漁度が大なる方がコ72ナ開始電圧は高くなる事

が第28, 24国より知られる..負コT2ナの場合は

電圧を上昇するときは第25囲の如く蕗度が大な

るときが高い電圧でコ71ナ開始をなすが電圧を

降下して行くときは相当低い電圧のところでも

脈動放電流を生じて数〝A程度の平均電流が残

っている.との様な電流が存在するときは索線

の数ケ研が点状のコTZナを発しているので･あつ

て卑ヨT!ナ?革命の考やミ再演嘩に畢Vlては針嘩



効果が助長されると云う事で単導体のときと同

様に説明出来るが電圧上昇時には高森度の場合

の方が開始電圧が高い事は単導体に於ける負コ

7Zナの開始特性と相違する所である.結局複導

体方式のコロナ特性に対■する感度の影響が単導

体のそれと異なって来る原因として考えられる

のは導体各素線上の凸起部に於ける針端効果は

演度が大きくなっても遮蔽作用により余り大き

くならサー方済度大となれば水蒸気に依る電子

の捕捉作用によりコtZナ電流の増大が抑圧され

る結果この様な結果になるものと考えられる.

第二表の結果に就いては電源が直流で億いから

別の問題になるがこの様な直流に於けると同様

な作用が原因となって複導体コロナ扱が患天候

に依っても余り大きくならないと考えられる.

7同心圃帯電極と針封平板電極の複導髄方式

に放ける遮帝効果の比較

第26(A)囲に示す如き電極配置で複導体同心

円筒電極の場合と同様に2本の曲率半径0.42nlm

第26図 針2本対車検電極コロナ開始特性

(針の間隔とコロナ開始電圧の関係間隙長一定)

の針をlの間隔に平行に配置してこれと10mm

の距離に平板電極を相対立せしめ針と平板の問

に前と同様に直流を加えその桓性を正負となし

た場合のコt2ナ開始電圧と2,本の針の距鯉lと

の関係を実験に依り求めた結果が第25囲のグラ

フである.これにより針と平板の場合は同心円

筒の平行吃張った複導体の場合の如く遮蔽効果
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が有効uC働いていない琴が判る.図に於いては

針が正の場合は点が一つの曲線上にあったが針

を負にした場合はコロナ開始電圧の不規則に依

り斜線の如き範囲を示す如くなったのである.

8緒 言

上述の如く直滝電源の極性により複導体のj

TZナ開始附近の特性は特長づけられているがこ

れ等の結果は凍て模型実験であるため周囲条件

を変化するに娃好都合であるが寸法上の誤差が

放電特性に影響して来るので更に大型の横形に

就き実験を進めて行くつもりである.叉気圧が

変化した場合及び演度を露点附近の蒸気圧まで

上昇して研究を続けて行き皮い.

以上の結果は現在実験続行中のものの一部で

あって文部省科学研究費の補助を待て行ったも

のである.

本実験に当り三好教授より色々と御指導を頂

いている事及び放電グループの方々の熱心なる

部族力とに対し併せて深謝する次第である,
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